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特
集
１　
市
民
は
集
団
的
自
衛
権
と
ど
の
よ
う
に
戦
う
か

「
日
米
安
保
条
約
」
と
不
整
合
な
解
釈
改
憲
に
よ
る

「
集
団
的
自
衛
権
」
容
認

―
わ
れ
わ
れ
は
、
集
団
的
自
衛
権
を
ど
う
批
判
す
る
か
―

前
田
哲
男

７
月
１
日
、
安
倍
政
権
が
閣
議
決
定
と
い
う
手
法

に
よ
っ
て
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
容
認
に
踏
み

き
っ
た
日
（
た
ま
た
ま
そ
れ
は
１
９
５
４
年
に
自
衛
隊
が

発
足
し
た
の
と
同
日
で
も
あ
っ
た
が
）、
首
相
官
邸
か
ら

は
る
か
東
方
に
あ
る
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
の
浜
辺
に
、

米
海
兵
隊
輸
送
ヘ
リ
か
ら
ゴ
ム
ボ
ー
ト
と
と
も
に
降

下
し
た
陸
上
自
衛
隊
・
西
部
方
面
普
通
科
連
隊
の
隊

員
40
人
が
到
達
、
銃
を
構
え
な
が
ら
内
陸
部
へ
と
展

開
し
て
い
っ
た
。「
リ
ム
パ
ッ
ク
２
０
１
４
」
に
組

み
い
れ
ら
れ
た
「
離
島
奪
還
訓
練
」
の
一
シ
ー
ン
で

あ
る
。
そ
の
光
景
は
、
さ
な
が
ら
直
前
に
お
こ
な
わ

れ
た
記
者
会
見
に
お
け
る
首
相
の
高
揚
し
た
内
心
を

露
呈
さ
せ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
日
米
協
同

訓
練
で
し
め
さ
れ
た
こ
の
攻
撃
パ
タ
ー
ン
は
、（
こ

れ
も
「
年
内
合
意
」
を
め
ざ
し
て
同
時
進
行
中
の
）「
日
米

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
防
衛
協
力
指
針
）

の
一
翼
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
み
る
と
、

未
来
が
す
で
に
先
取
り
さ
れ
、
予
行

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
閣

議
決
定
は
、
安
保
政
策
の
〈
転
換
〉

で
あ
る
よ
り
現
実
の
〈
追
認
〉
―
―

「
尻
尾
が
頭
を
振
り
回
す
」
と
い
っ

た
た
ぐ
い
―
―
で
は
な
い
の
か
。

〈
安
倍
安
保
〉
の
特
徴
は
、
従
来
慎
重
に
隔
離
さ

れ
て
き
た
〈
約
束
さ
れ
た
言
葉
〉
と
〈
行
な
わ
れ
た

事
実
〉
を
、
公
然
と
統
合
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
事
実
を
視
野
に
い
れ

た
批
判
な
し
に
憲
法
論
議
の
み
に
終
始
す
る
（
そ
れ

が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
が
）
だ
け
で
は
、
今

回
も
ま
た
、「
現
実
」
が
「
規
範
」
を
ね
じ
伏
せ
る

結
果
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

１
９
６
０
年
以
降
、
54
年
間
に
お
よ
ぶ
日
米
安
保

協
力
の
過
程
は
、〈
公
権
解
釈=

集
団
的
自
衛
権
不

行
使
〉
と
〈
現
実
の
動
き=

〝
上
書
き
保
存
〟
さ
れ

て
い
く
事
実
経
過
〉
の
堂
々
め
ぐ
り
で
あ
っ
た
と
し

て
過
言
で
な
い
。
大
き
く
括
る
と
、
①
「
顕
教
と
密

約
」
の
振
り
分
け
―
―
た
と
え
ば
「
核
持
ち
込
み
禁

止
政
策
」
と
「
沖
縄
核
持
ち
込
み
合
意
密
約
」、
ま

た
米
軍
基
地
使
用
条
件
（
安
保
第
6
条
）
に
あ
る
「
極

東
の
範
囲
」
が
東
南
ア
ジ
ア
（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
）
～
中

東
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
、
イ
ラ
ク
戦
争
）
へ
と
拡
大

し
て
い
く
こ
と
の
黙
認
。
②
「
建
て
前
と
本
音
」
に

か
く
さ
れ
た
内
実
―
―
典
型
的
に
は
リ
ム
パ
ッ
ク
演

習
に
あ
き
ら
か
な
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
既
成
事

実
化=

〝
上
書
き
保
存
〟
の
蓄
積
だ
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
手
法
が
歴
代
自
民
党
政
権
に
よ
る
安
保
運
用
の

本
質
で
あ
っ
た
。

リ
ム
パ
ッ
ク
演
習
は
、
そ
の
格
好
の
サ
ン
プ
ル
と

い
え
る
。
１
９
７
１
年
に
米
海
軍
が
は
じ
め
た
多
国

籍
海
軍
演
習
（
2
年
に
1
度
）
に
、
日
本
は
80
年
か

ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。３
回
目
と
な
っ
た「
リ

ム
パ
ッ
ク
84
」
で
、
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
５
隻
と
Ｐ

―
３
Ｃ
対
潜
哨
戒
機
８
機
は
、
米
原
子
力
空
母
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
を
護
衛
す
る
想
定
任
務
に
つ
き
、
ソ

連
原
潜
に
扮
し
た
〈
お
と
り
部
隊
〉
を
攻
撃
、「
米

艦
防
護
」
を
お
こ
な
っ
た
。「
リ
ム
パ
ッ
ク
86
」
以

降
は
、
参
加
部
隊
が
１
個
護
衛
隊
群
（
8
艦
8
機
）

に
ふ
え
、
基
本
シ
ナ
リ
オ
―
―
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
を
出

港
し
ハ
ワ
イ
を
急
襲
す
る
米
空
母
機
動
艦
隊
の
作
戦

成
功
に
寄
与
す
る
―
―
も
、
ロ
シ
ア
極
東
部
に
あ
る

海
軍
基
地
攻
撃
演
習
と
し
て
定
着
し
た
。

こ
う
し
た
構
図
は
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
事
例
集

９
」
に
あ
る
「
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
る
米
艦
の
防

護
」
の
公
認
さ
れ
た
先
取
り
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
今

回
の
想
定
敵
は
中
国
海
軍
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
陸
自

部
隊
が
く
わ
わ
る
「
離
島
奪
還
訓
練
」（
事
例
１
「
離

島
等
に
お
け
る
不
法
行
為
へ
の
対
処
」）
が
追
加
さ
れ
た

の
が
〝
上
書
き
部
分
〟
に
あ
た
る
。

ど
う
批
判
す
る
か
。
も
と
よ
り
憲
法
第
9
条
の

意
義
を
再
定
義
し
、
よ
り
確
固
と
し
た
も
の
、
ま

た
、
本
来
あ
る
べ
き
規
範
と
し
て
国
民
合
意
を
確
立

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
同
時
に
、
安
倍
政
権
の
「
閣
議
決
定
」
が
、
こ

れ
ま
で
の
自
民
党
安
全
保
障
政
策
の
特
徴
―
―
密
行

と
上
書
き
路
線
―
―
か
ら
離
脱
、
集
団
的
自
衛
権
容
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特
集
１　
市
民
は
集
団
的
自
衛
権
と
ど
の
よ
う
に
戦
う
か

認
の
〝
初
期
化
路
線
〟
に
ま
で
進
展
し
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
憲
法
論
議
と
と
も
に
、
あ
ら
た
な
観
点
か

ら
「
安
保
条
約
を
問
い
直
す
」
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
さ
い
の
論
点
は
２
点
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、「
日

米
安
保
条
約
は
個
別
的
自
衛
権
の
法
理
に
立
っ
て
い

る
」
事
実
を
指
摘
し
つ
つ
、
も
し
、
集
団
的
自
衛
権

を
容
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
論
理
上
、
安
保
条
約
第

５
条
「
共
同
防
衛
」
の
条
文
改
定
が
必
要
で
あ
る
の

に
、
そ
こ
に
触
れ
よ
う
と
し
な
い
矛
盾
を
突
く
こ
と
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
安
保
第
６
条
「
基
地
許
与
」
は
、

第
５
条
が
、
そ
こ
に
内
在
す
る
〈
日
本=
個
別
的

自
衛
権
・
米=

集
団
的
自
衛
権
〉
の
不
均
衡
（
米
側

の
い
う
〝
た
だ
乗
り
〟）
を
リ
カ
バ
リ
ー
さ
せ
る
た
め

の
義
務
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
安
保
条
約
が
実
質
的
に

首
相
の
い
う
「
双
務
性
」
の
方
向
に
〝
初
期
化
〟
さ

れ
る
場
合
、
６
条
は
不
必
要
、
な
い
し
米
軍
基
地
提

供
は
義
務
で
な
く
な
る
、
と
す
る
論
拠
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
解
釈
改
憲
は
「
安
保
再
改
定
」
を
前
提
と

す
べ
し
、
と
す
る
論
理
が
成
り
立
つ
。

条
文
に
照
ら
し
て
み
よ
う
。
第
５
条「
共
同
行
動
」

に
は
、「（
日
米
は
）
日
本
国
の
領
域
の
下
に
お
け
る
、

い
ず
れ
か
一
方
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
、
自
国
の
平

和
及
び
安
全
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認

め
、
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
っ
て
共

通
の
危
険
に
対
処
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
を
宣

言
す
る
」
と
あ
る
。

棒
線
は
、「
条
約
区
域
」
が
日
本
の
領
土
・
領
海
・

領
空
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

つ
ま
り
日
米
安
保
条
約
は
（
当
時
の
９
条
解
釈
か
ら
当

然
な
が
ら
）
日
本
の
個
別
的
自
衛
権
を
基
礎
に
成
り

た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
解
釈
変
更
に
よ
り
15
事
例

中
、
事
例
８
か
ら
事
例
15
ま
で
が
「
条
約
区
域
外
」

の
「
共
同
行
動
」
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
前
に
み
た

「
事
例
９
」や「
日
本
有
事
に
来
援
す
る
米
艦
の
防
護
」

の
ケ
ー
ス
は
、
す
で
に
〝
上
書
き
路
線
〟
に
よ
っ
て

５
条
行
動
に
取
り
こ
ま
れ
て
き
た
。

と
は
い
え
、
今
回
の
「
閣
議
決
定
」
の
よ
う
に
全

面
的
に
「
日
本
国
の
領
域
の
下
」
が
「
共
同
行
動
」

の
規
制
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
５
条
の
条
約

区
域
は
意
味
を
う
し
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
日
米
軍
事
協
力
が
対
等
の
立
場
に

な
る
、〈
双
務
性
を
回
復
す
る
〉
と
み
な
す
の
は
首

相
の
勝
手
だ
が
、
そ
の
独
断
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た

め
に
も
「
５
条
改
定
」
が
必
須
と
な
る
。

い
ま
「
安
保
廃
棄
」
を
さ
け
ぶ
こ
と
は
、「
閣
議

決
定
」「
解
釈
改
憲
」
に
た
い
す
る
直
接
的
な
武
器

と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、「
安
保
再
改
定
」
を
要

求
す
る
こ
と
で
、
安
倍
安
保
政
策
の
不
整
合
性
お
よ

び
安
保
条
約
そ
の
も
の
の
矛
盾
を
あ
ぶ
り
だ
す
こ
と

が
で
き
る
。

５
条
が
そ
う
だ
と
す
る
と
、
６
条
も
安
定
で
は
い

ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
６
条
「
基
地
許
与
」
は
、
５

条
が
抱
え
こ
む
不
均
衡
―
―
米
側
は
日
本
防
衛
に
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
が
、
い
っ
ぽ
う
日
本
は
対

米
防
衛
義
務
を
負
わ
な
い
―
―
に
た
い
す
る
、
い
わ

ば
バ
ー
タ
ー
と
し
て
日
本
側
が
差
し
だ
し
た
条
項
だ

か
ら
で
あ
る
（
こ
の
た
め
日
米
安
保
は
締
結
時
「
人
と
物

の
バ
ー
タ
ー
」
と
い
わ
れ
た
）。

じ
じ
つ
、
日
本
と
こ
と
な
り
、
当
初
か
ら
「
集
団

的
自
衛
権
」
を
前
提
に
締
結
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
条
約
、

米
比
相
互
防
衛
条
約
、
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｓ
条
約
な
ど
は
、

も
と
も
と
（
海
外
派
兵
義
務
が
あ
る
代
わ
り
）「
基
地
提

供
条
項
」
を
有
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
安
保
に
お
け

る
５
条
と
６
条
は
表
裏
一
体
な
の
で
あ
る
。「
集
団

的
自
衛
権
」
を
行
使
す
る
安
保
と
「
辺
野
古
新
基
地

建
設
」「
思
い
や
り
予
算
」
の
安
保
は
、両
立
し
な
い
。

も
し
、
今
後
予
定
さ
れ
る
「
安
保
法
制
の
全
般
的

整
備
」
に
よ
り
〈
双
務
性
〉
を
も
つ
日
米
安
保
協
力

が
現
実
化
し
て
い
く
な
ら
（「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
一

部
が
登
場
す
る
か
も
し
れ
な
い
）、
５
条
と
引
き
換
え
に

提
供
さ
れ
た
在
日
米
軍
基
地
に
、
返
上
通
告
、
な
い

し
大
ナ
タ
を
振
る
う
の
を
当
然
の
権
利
と
し
て
主
張

で
き
る
よ
う
に
な
る
。「
安
保
法
制
懇
報
告
書
」や「
閣

議
決
定
文
書
」
が
、
こ
の
「
安
保
と
憲
法
」
の
側
面

に
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
の
は
、
そ
こ
に
弱
点
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

「
護
憲
」
の
立
場
か
ら
「
安
保
再
改
定
」
を
言
い

だ
し
に
く
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
確

実
な
突
破
口
の
ひ
と
つ
が
あ
る
。

＊
労
働
者
学
習
セ
ン
タ
ー
刊『
ひ
ろ
ば
ユ
ニ
オ
ン
』

８
月
号
に
、
べ
つ
の
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
分
析
し

て
い
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。（
労
働
者
学
習
セ
ン

タ
ー
：
電
話
０
３
―
３
３
５
５
―
１
７
９
５
）

（
ま
え
だ
・
て
つ
お
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

※
筆
者
新
刊　

前
田
哲
男
・
飯
島
滋
明
編

『
Ｑ
＆
Ａ
で
読
む
日
本
軍
事
入
門
』（
吉
川
弘
文
館
、２
２
０
０
円
＋
税
）
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